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＜資料２＞ 

議 案２．平成２６年度事業計画(案)ならびに収支予算(案)の件 

 

東三河懇話会 

平成２６年度事業計画（案） 

自 平成２６年 ４月 １日 

至 平成２７年 ３月３１日 

 

１． 基本方針 

 東三河地区自治体では少子化、高齢化社会での地域経営において行政サービスの向上、効率 

的な財政運営を目指して、連合設立準備室を設置し、広域連合設立に向かい大詰めを迎えてい 

ます。本会では引き続き「東三河はひとつ」の実現に向けて、地域の自立・広域展開を重点戦 

略として、産学官交流の舞台づくりを継続してまいります。前年度末の豊橋技術科学大学 前 

学長 榊 佳之先生のご講演では、産学官交流の重要性と当会「東三河産学官交流サロン」の

果たした役割のお話をいただき、心を強くいたしました。本年１０月には「東三河産学官交流

サロン」が３０周年３６０回を迎える記念すべき区切りの時となります。特別な年であること

を心に刻み、会員ニーズを反映した時代に合った企画で、地域の自立、発展につながるような

事業展開を目指したいと存じます。 

 会員の皆様の交流の場である「東三河産学官交流サロン」や「東三河午さん交流会」におい

ては、東三河地域の広域連携化の動向を政官学の観点から紹介するテーマや、東三河の地域の

話題の取り組みを順次紹介するテーマを、さらに午さん交流会の開催を各地に展開する試みな

どを活発化したいと考えております。 

 加えて、東三河が全国に誇るものづくりや新たな農業の動向、東三河の魅力を発信する広域 

観光、更には市民を中心とする地域の文化活動の紹介など、まさに地域の自立を支える活動を 

積極的に紹介していきたいと考えております。 

 また、当会と一体で活動している東三河地域研究センターが、公益社団法人に移行し、機能

強化されたこともあり、「東三河はひとつ」の理念のもと、自立した地域づくりの全国モデル

を目指し、且つ又、恵まれた立地、自然環境、各種インフラを活用し国を超え、世代を超えた 

人々が住んでみたいと思えるような地域づくりの研究を推進する所存であります。 

 

２．事業計画 

（１）重点戦略事業 

①三遠南信地域連携ビジョン、これからの東三河のグランドデザイン想定 

 東三河産学官交流サロン、東三河午さん交流会等の事業を通じ浸透を図る。 

 東三河地域研究センターと共同研究で「これからの東三河の姿」の探求を進める。 

 

②東三河広域連合設立に向けての側面支援 

東三河産学官交流サロン、東三河５市長・１郡町村会長を囲む新春懇談会などの事業を

通じて設立意義の浸透を図り、側面支援する。 

 

③東三河広域経済連合会との連携 
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 東三河地域研究センターと共同でシンクタンク機能をフル活用して、政策提言、ビジ

ョン策定支援などで緊密な連携を図る。 

 

（２）広域連携事業 

①国際自動車コンプレックス研究会 

三河港振興会・自動車港湾委員会と連携をとりながら研究活動を継続。産学官連携活動、

自動車関連観光実験の推進。防災計画、ＢＣＰの研究など「国際自動車コンプレックス計

画」の実現に資する研究交流会、シンポジウム、視察会等の開催。 

   

  ②三遠南信サミット 

本年度は浜松市で行われる予定の三遠南信サミットへの参加。県境を越えた三遠南信地

域の連携・交流事業に協力。 

 

③三河港振興会、三河湾浄化推進協議会、伊勢湾再生海域検討会 

当地の最重要インフラ三河港の発展と三河湾の環境保全等に資するため関係諸団体との

連携強化を図る。 

 

（３）産学官民交流事業 

①東三河産学官交流サロン（１２回／年） 

産学官民の交流連携、情報交換の場を提供。東三河の産学官の講師からタイムリーな情

報を発信する。本年１０月には、満３０周年の記念サロン（第３６０回）を開催予定。 

 

②東三河午さん交流会（１０回／年） 

地域に密着したさまざまな話題をピックアップ。主に、東三河においての文化的、芸術

的活動を実践・貢献されている方々を紹介する。 

 

③東三河５市長１郡町村会長を囲む新春懇談会 

新春恒例の事業。東三河の全市長、北設楽郡町村会長のパネルディスカッションで、東

三河広域連合設立の側面支援を実施して「東三河の自立」を目指す。 

 

④視察会 

年２回の開催を予定。「新東名高速道路建設現場視察会」ほか。 

 

（４）会員サービス事業 

①三河港関連事業整備計画・東三河地区幹線道路整備計画の説明会 

ともに三河港振興会と共催で６月、７月に開催。本年度は既に、６月５日に港説明会、

７月８日に道路説明会の開催が決定している。 

 

②東三河地域問題セミナー 

東三河の今と将来を考え、地域をリードする人材育成のための基礎的、専門的な学習の

場として東三河地域研究センターが主催する。会員内外に広く周知し、動員を図る。 
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③広報 

会報誌ＭＩＫＡＷＡ―ＮＡＶＩ（季刊）の発行。新春特別版の発行。 

ホームページによる広報。ＵＲＬ：http://www.konwakai.jp 

 

（５）会員増強 

公益法人化した東三河地域研究センターの機能強化を訴求し、各プログラムを充実し、

各界へ周知を徹底する。 

http://www.konwakai.jp/


- 4 - 

 

 

《　収　入　の　部　》 （単位 ： 円）

平成26年度 平成25年度 前年

科　　目 予算額 決算額 予算比 備　　考

１．会費収入 24,066,000 23,950,000 100.0%

    １）法人会費 21,600,000 21,510,000 100.0% １８０口（期末）

    ２）個人会費 360,000 360,000 100.0% ３口

    ３）特別会費 2,106,000 2,080,000 100.0% ２７口

２．事業収入 6,750,000 6,781,142 108.7%

    １）産学官交流サロン 4,360,000 4,472,162 109.0%

    ２）午さん交流会 1,390,000 1,451,674 120.9%

　　３）新春懇談会 800,000 784,806 97.6%

    ４）その他の事業 200,000 72,500 83.3%

３．その他の収入 1,905,000 1,419,435 137.5%

    １）特定預金取崩収入 0 0 0.0%

    　①減価償却引当特定預金 0 0 0.0%

    ２）雑収入 1,905,000 1,419,435 137.5%

    　①受取利息 5,000 3,435 100.0%

　　　②雑収入 1,900,000 1,416,000 137.7%

当期収入合計 32,721,000 32,150,577 103.3% （Ａ）

前期繰越収支差額 1,385,750 1,332,476 104.0%

収入合計 34,106,750 33,483,053 103.4% （B）

平成２６年度

　　　　　収　支　予　算　（案）　　
（平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで）
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《　支　出　の　部　》 （単位 ： 円）

平成26年度 平成25年度 前年

科　　目 予算額 決算額 予算比 備　　考

１．運営事業費 2,050,000 1,963,231 102.5%

    １）総会・理事会費 750,000 714,285 107.1%

    ２）広報費 1,200,000 1,186,289 100.0%

    ３）講演・説明会費 100,000 62,657 100.0%

２．事業費 6,260,000 6,585,401 109.2%

    １）産学官交流サロン 3,960,000 4,254,884 110.0%

    ２）午さん交流会 1,300,000 1,397,949 118.2%

    ３）新春懇談会 800,000 855,344 100.0%

    ４）その他の事業 200,000 77,224 85.1%

３．調査・研究費 11,862,000 11,655,196 102.1%

    １）調査・研究費 8,022,000 7,966,000 100.0% 研究センター分（会費の1/3）

    ２）研究・活動費 3,840,000 3,689,196 106.7%

４．管理費 12,439,000 11,837,210 102.0%

    １）給料手当 5,320,000 5,205,332 102.3%

    ２）福利厚生費 1,030,000 927,615 103.0%

       ①福利厚生費 170,000 82,120 89.5%

       ②法定福利費 860,000 845,495 106.2%

    ３）会議費 15,000 11,810 100.0%

    ４）旅費交通費 216,000 200,410 120.0%

    ５）通信運搬費 570,000 498,821 95.8%

    ６）消耗品費 756,000 720,217 96.9%

       ①消耗什器備品費 0 0 0.0%

       ②消耗品費 756,000 720,217 96.9%

    ７）修繕費 0 0 0.0%

    ８）印刷製本費 150,000 119,490 100.0%

  　９）新聞・図書費 218,000 205,584 102.8%

  １０)水道光熱費 300,000 255,001 85.7%

  １１)賃借料 3,384,000 3,239,988 104.4%

  １２)交際費 60,000 46,372 150.0%

  １３)諸会費 360,000 353,000 98.9%

  １４)雑費 60,000 53,570 85.7%

５． その他の支出 56,265 56,265 100.0%

    1）固定資産購入支出 0 0 0.0%

    2）特定預金繰入支出 56,265 56,265 100.0%

 　    ①減価償却引当特定預金 56,265 56,265 100.0%

当期支出合計 32,667,265 32,097,303 103.3% （Ｃ）

当期収支差額 53,735 53,274 （Ａ）－（Ｃ）

次期繰越収支差額 1,439,485 1,385,750 （Ｂ）－（Ｃ）
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 ＜参 考＞ 

 

 

収入の部 (単位：円）

科目 第16期予算 第15期予算 第15期決算 備考

会費収入 1,510,000 1,550,000 1,510,000

研究交流会収入 0 0 0

事業収入 0 0 0

雑収入 0 0 114

当期収入合計 1,510,000 1,550,000 1,510,114

前期繰越収支差額 393,087 139,194 139,194

収入合計 1,903,087 1,689,194 1,649,308

支出の部 (単位：円）

科目 予算額（a) 第15期予算 第15期決算 備考

総会費 200,000 150,000 181,636

研究交流会費 250,000 200,000 196,368

事業費 900,000 700,000 378,217

運営費 500,000 500,000 500,000

予備費 53,087 0 0

当期支出合計 1,903,087 1,550,000 1,256,221

当期収支差額 0 0 253,893

次期繰越収支差額 0 139,194 393,087

  国際自動車コンプレックス研究会

第16期収支予算書

（自 平成25年10月1日　至 平成26年9月30日）
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                 ＜資料３＞ 

議 案３．任期満了に伴う役員改選に関する件 

東三河懇話会役員名簿（案） 

会 長  サーラグループ 名誉顧問               神野信郎 

副会長  豊橋信用金庫 理事長                  吉川一弘 

同  新任 豊川信用金庫 理事長                  日比嘉男 

同   小池商事（株）代表取締役社長              小池高弘 

同   本多プラス（株）代表取締役会長            本多克弘 

同   中部ガス（株）代表取締役会長              中村捷二 

同   （株）トヨテック 代表取締役社長            小野喜明 

同   （株）サーラコーポレーション 代表取締役社長      神野吾郎 

専任理事                        古澤功三 

常任理事  （株）アイセロ 代表取締役社長            牧野 渉 

同   ＮＴＴビジネスソリューションズ東海支店 東三河営業支店長   武田芳幸 

同   （株）オノコム 代表取締役会長            小野喬四朗 

同   蒲郡信用金庫 理事長                  竹田知史 

同   （株）サイエンス・クリエイト 代表取締役専務      原田公孝 

同   真田工業（株）代表取締役会長              磯村浩隆 

同   新東工業（株）専務取締役               川合悦藏 

同     鈴与（株）豊橋支店長                  柳川 明 

同   （株）総合開発機構 取締役社長            岩佐朝実 

同     総合ポートサービス（株）代表取締役社長         柴田忠男 

同   （株）大三コーポレーション 代表取締役社長      松井英治郎 

同   （株）田村組 代表取締役会長              田村幹洋 

同   中部電力（株）執行役員 岡崎支店長            大瀧敏幸 

同  新任 (株)デンソー 豊橋製作所長                古海盛昭 

同   トピー工業（株）豊橋製造所長              棚橋 章 

同   トヨタ自動車（株）田原工場 常務理事田原工場長     朝倉正司 

同   （株）豊橋キャンパスイノベーション 代表取締役     亀頭直樹 

同   豊橋鉄道（株）代表取締役社長              伊藤 優 

同   豊橋三菱ふそう自動車販売（株）代表取締役社長      鈴木伊能勢 

同   名古屋鉄道（株）取締役不動産事業副本部長       高崎裕樹 

同   西島（株）代表取締役社長               西島篤師 

同     日東電工（株）豊橋事業所長               吉川孝雄 

同   日本ジュース・ターミナル（株）代表取締役社長      石川百代 

同   フォルクスワーゲングループジャパン（株）常勤監査役   菊地啓一 

同   （株）ほの国百貨店 代表取締役社長           牧野浩志 

同       三菱レイヨン（株）執行役員豊橋事業所長         福居雄一 

同   ヤマサちくわ（株）取締役相談役             佐藤元彦 
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理 事    アオキトランス（株）取締役社長            遠藤 修 

  同   （株）大林組 豊橋営業所長               岡田孝一 

同   岡崎信用金庫 理事長                  大林市郎 

同 新任  鹿島建設（株）執行役員 中部支店長            片山 豊 

(前任   鹿島建設（株）常務執行役員 中部支店長          天野裕正） 

同     ガステックサービス(株) ホテルアークリッシュ豊橋 総支配人      宮川直樹 

同   川北電気工業（株）取締役社長              大津正己 

同     （株）静岡銀行 豊橋支店長               那須田博久 

同   （株）清水銀行 代表取締役会長            山田訓史 

同 新任  清水建設（株）常務執行役員 名古屋支店長         井上和幸 

（前任  清水建設（株）常務執行役員 名古屋支店長         波岡 滋） 

同   鈴与（株）取締役社長                  鈴木与平 

同   （株）総合開発機構 専務取締役            今泉 悟 

同   総合埠頭（株）代表取締役社長              山口皓三 

同       大成建設（株）常務執行役員 名古屋支店長         池口純一 

同   （株）田中屋 代表取締役               田中正治郎 

同   （株）中日新聞社 代表取締役会長            白井文吾 

同   （株）中部 代表取締役社長               石原 裕 

同   中部電力（株）相談役                  川口文夫 

同     東海ＣＳ（株）常務取締役               冨田茂充 

同   （株）トーエネック 豊橋営業所長            伊藤智啓 

同   トピー海運（株）代表取締役社長            平野正幸 

同   （株）名古屋銀行 取締役頭取              中村昌弘 

同   名古屋鉄道（株）代表取締役社長            山本亜土 

同   新任  日本通運（株）豊橋支店長                倉地勝彦 

（前任  日本通運（株）豊橋支店長                中内健司） 

同   （株）紅久商店 代表取締役社長            三浦圭吾 

同    （株）三井住友銀行 豊橋支店長                          古川勝久 

同   三井住友信託銀行（株）豊橋支店長            目澤裕二 

同   ユタカコーポレーション（株）代表取締役副会長      磯村博宣 

 

 

監 事    豊橋信用金庫 専務理事                 市川智嗣 

 同  新任  (株)三菱東京ＵＦＪ銀行 豊橋支社長            木村雄一 

（前任 (株)三菱東京ＵＦＪ銀行 豊橋支社長            山村 康） 

同     中部電力（株）豊橋営業所長               伊藤芳幸 

（敬称略） 

 

 

 

 


